
平成２２年１０月２１日

国土交通省 東北地方整備局

（１）整備目標及び治水全般に関する事項
①整備内容・事業費・妥当性（事業評価）

１）事業メニューの考え方
２）事業イメージ
３）事業スケジュール
４）整備内容・事業費・妥当性（事業評価）

（２）維持管理の実施及び内容に関する事項
①樹木管理

１）河道掘削と樹木管理の考え方
２）河道掘削における環境への配慮
３）樹木管理の考え方

資料－４

北上川水系河川整備学識者懇談会北上川水系河川整備学識者懇談会 上流部会上流部会

【【主な意見に対する補足事項主な意見に対する補足事項】】
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＜代表意見（意見番号）＞

（１）整備目標及び治水全般に関する事項（１）整備目標及び治水全般に関する事項
①整備内容・事業費・妥当性（事業評価）①整備内容・事業費・妥当性（事業評価）

効果の早期発現のため、優先事業とその重点整備が必要（NO.8）
上下流及び左右岸バランスを踏まえた事業展開を検討する必要がある（NO.9）
客観的な基準による事業箇所の設定が必要（NO.10）
新しい概念での治水対策を検討する必要がある（NO.11）
輪中堤、宅地嵩上げ、家屋移転、土地利用規制、農地浸水の許容などの対策が必要
（NO.14）
被害の最小化のため、土地利用規制や避難誘導等のソフト対策が必要（N0.13）
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期
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5,570m3/s明治４４年明治４４年 明治43年洪水を契機に、治水の当初計画を策定

5,600m3/s昭和１６年昭和１６年 下流改修の完了を受け、上流改修計画を策定

6,500m3/s6,300m3/s

昭和２４年昭和２４年

甚大な被害を受けた一関地区に遊水地計画が位置付けら
れるが、流域全体の総合開発と治水対策にかかる５大ダム
建設を先行
上流部・中流部の主要市街地を優先した堤防整備

流域全体の総合開発と治水対策を目的とした５大ダム建設
を優先

洪水流の分散を目的とした新北上川・新江合川の直轄改修
工事を明治44年から昭和9年まで実施

昭和22年・昭和23年洪水を契機に、上下流一貫した計画を策定

流下能力確保のため、河道掘削・堤防の整備を実施
総合開発と治水対策を目的とした鳴子ダムを建設

8,700m3/s8,500m3/s

昭和４８年昭和４８年 流域内の開発に伴う治水の重要度の高まりから、上下流一貫した計画を見直し

昭和47年から一関遊水地事業着手
昭和56年の5大ダム完成を受け、一関遊水地の周囲堤工事
に本格着手
引き続き、上流部・中流部の主要市街地を優先した堤防
整備

明治13年～明治35年 国営低水工事（盛岡～石巻）により航路改良を実施明治１３年明治１３年

流下能力確保のため、河道掘削・堤防の整備を実施
新北上川の0m3/s分派のため、旧北上川分流施設の改築を
実施

8,700m3/s8,500m3/s

平成１８年平成１８年 流域全体の治水安全度を見直し、北上川水系河川整備基本方針を策定

昭和22年・昭和23年洪水で甚大な被害を受けた一関地区
の治水対策が未完了
中流部に無堤部が多く、近年洪水でも床上浸水等の甚大
な被害が発生

旧北上川分流施設下流の流下能力が不足
近年洪水でも、県境狭窄部等において浸水被害が発生
石巻市街地において高潮被害が頻発

計画的に治水対策を進めてきたが、特に北上川の中流部や狭窄部、旧北上川河口部で無堤区間が多く残され治水対策が遅れている状況

洪水が起きると狭窄部直上流の一関地区に
氾濫・貯留する特性

標高が10m以下の低平地が広がっており、
氾濫が拡散する特性

岩手県 宮城県

狐禅寺 登米（県境）

下流（宮城県）改修の制約を受け、
狭窄部下流への流量増加は困難

＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞
１）事業メニューの考え方１）事業メニューの考え方

◆北上川流域の洪水特性との治水対策の経緯
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昭和22年洪水におけるダム整備前後の

主要地点別水位低下量

５大ダムの整備により、上流から下流まで流量低減効果を発揮

戦後最大規模であった昭和22年（カスリン台風）・昭和23年（アイオン台風）の洪水に対して、５大ダム及び主要都市部
の堤防整備後における主要洪水（昭和56年・平成14年・平成19年）を比較した場合、洪水被害は大幅に減少

ダム・堤防整備前 ダム・堤防整備後

ダム・堤防等の
整備促進により

浸水被害は着実に減少

主要洪水別 ダム整備前後の効果量【流量評価】

1,247

1,537

1,059

938

856

513

1,287

65

819

1,760

985

867851

457

305
263

1,744

1,423

971

872

1,138

601

921

1, 104

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

1,800 

明治橋

（盛岡市）

男山

（北上市）

狐禅寺

（一関市）

登米

（登米市）

昭和２２年９月洪水
（カスリン台風）
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（台風15号）
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ダム整備により
上流から下流の

流量低減効果を発揮

ダムあり TP119.49m
ダムなし TP120.82m

ＨＷＬ TP120.634m

ダムなし TP56.53m

ＨＷＬ TP55.543m

ダムあり TP55.55m

ダムあり TP26.76m
ダムなし TP28.61m

ＨＷＬ
TP27.707m

ダムあり TP12.84m
ダムなし TP13.90m

ＨＷＬ TP12.332m

登米登米

狐禅寺狐禅寺

男山男山

明治橋明治橋
約１．３ｍ低下約１．３ｍ低下

約１．０ｍ低下約１．０ｍ低下

※ダム整備前後の地点別の流量を水位換算して比較

約１．９ｍ低下約１．９ｍ低下

約１．１ｍ低下約１．１ｍ低下

◆これまでの治水対策の効果
（ダム建設・堤防整備）

＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞
１）事業メニューの考え方１）事業メニューの考え方

主要洪水別 基準地点流域平均雨量と被害数量

補足資料
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＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞
１）事業メニューの考え方１）事業メニューの考え方

◆北上川（岩手県側）の治水対策メニュー

○洪水被害の軽減と水資源開発の確保を目的にダム整備を優先し実施
○資産の集中する箇所を優先的に堤防整備を実施
○洪水常習地域の一関遊水地区の地形的特徴を活かして、遊水地を整備

【これまでの整備の経緯】

○S22.9洪水、S23.9洪水で甚大な被害が発生した一関地区（遊水地）の整備が未完了
○堤防整備の未整備率が約40%と大きく、効果的な改修が必要
○H14.7洪水、H19.9洪水等の近年においても、堤防未整備区間で床上浸水が発生
○県境～一関遊水地の27km区間の狭隘地区が整備途上

【現状の課題】

過去の水害の発生状況、流域の重要度やこれまでの整備状況、地域特性などを総合的に勘案し、
北上川水系河川整備基本方針で定めた目標に向けて、上下流の治水安全度バランスを確保し
つつ段階的かつ着実に整備を進め、洪水による災害に対する安全性の向上を図る

【整備目標】

○洪水調節施設の整備： 胆沢ダム、一関遊水地の整備推進による流域全体の洪水調節効果の早期発現
○堤防の整備 ： 住民との合意形成を図りつつ、連続堤によらない治水対策（輪中堤等） を含めた

堤防整備の実施による治水効果の早期発現
○河道掘削 ： 目標とする流量規模をＨＷＬ以下で流下させるための必要な河道掘削等による

流下断面の拡大

【主な整備メニュー】

補足資料
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【河道掘削・樹木管理】

【堤防整備】
•無堤及び暫定堤防区間における連続堤や輪中堤等の整備を実施

【洪水調節施設の整備】
•現在実施中の胆沢ダム・一関遊水地の早期完成による洪水流量の低減

胆沢ダム完成予想図
（平成25年完成予定）

輪中堤

立花地区

小堤小堤

一関市市街地一関市市街地

周囲堤周囲堤 北上川北上川

平泉町平泉町
市街地市街地

洪水から市街地等を防御

遊水地内の有効利用

北上川洪水調節

一関遊水地（平成30年代後半完成予定）

堤防量的整備イメージ堤防量的整備イメージ

既設堤防既設堤防

高さ・断面不足

腹付・嵩上げ
計画高水位

無堤

新設
計画高水位

既設堤防既設堤防

高さ・断面不足

腹付・嵩上げ
計画高水位

無堤

新設
計画高水位

連続堤によらない治水対策（輪中堤）イメージ連続堤によらない治水対策（輪中堤）イメージ

計画高水位
輪中堤

輪中堤施工

計画高水位

対策前

鬼柳相去・和賀川右
岸地区 河道掘削

平水位

平水位以下の河道形状を維持

堤防防護に必要な
高水敷幅は確保

◆河道掘削のイメージ

魚類等の生息・生育・繁殖環境を保全

水際からの急激な断面変化を避け、
法勾配は極力緩やかにする

モニタリング

緩い法勾配

ミティゲーション
できるだけ影響の回避・低減に努め、必要に応じて

代償措置を行い、良好な河川環境を保全

平水位

平水位以下の河道形状を維持

堤防防護に必要な
高水敷幅は確保

◆河道掘削のイメージ

魚類等の生息・生育・繁殖環境を保全

水際からの急激な断面変化を避け、
法勾配は極力緩やかにする

モニタリング

緩い法勾配

ミティゲーション

平水位

平水位以下の河道形状を維持

堤防防護に必要な
高水敷幅は確保

◆河道掘削のイメージ

魚類等の生息・生育・繁殖環境を保全

水際からの急激な断面変化を避け、
法勾配は極力緩やかにする

モニタリング

緩い法勾配

ミティゲーション
できるだけ影響の回避・低減に努め、必要に応じて

代償措置を行い、良好な河川環境を保全

河道掘削イメージ河道掘削イメージ

草本類、ヤナギ類の再生を促し、河畔林環境の
縦断的な連続性に配慮

淵

平均年最大水位

HWL

平水位

河積確保の目安

河道掘削の配慮事項イメージ河道掘削の配慮事項イメージ

縦断的な河道内砂州の連続性に配慮した
掘削
形状に配慮、段階的な河道掘削の実施

現況河道

整備計画河道

＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞
２）事業イメージ２）事業イメージ

•目標とする流量規模をＨＷＬ
以下で流下させるため、必要
な河道掘削・樹木管理等を
行い流下断面を拡大

•道路や圃場整備等と調整を図りつつ、河道掘削土の有効活用し、
浸水被害の軽減を図るため、住民との合意形成を図りつつ、市
町村と連携し、背後地の土地利用規制等の調整を図る

掘削残土の有効活用イメージ掘削残土の有効活用イメージ

  整備計画目標流量水位

土地利用規制

完成堤背後地の整備等と調整を図り
冠水頻度を軽減

河道掘削
河道掘削

樹木伐採 樹木伐採

農地等

背後地の整備へ
掘削土を
有効利用

堤防整備へ
掘削土を
有効利用

農道の
嵩上げ等

北
上
川

水沢地区

連続堤

補足資料
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小鳥崎

立花

黒岩

宮野目

宮野目

八幡下流

八幡上流

八重畑

廿木
彦部下流

彦部上流

乙部

手代森

津志田

北
上
川

→

二子下流

二子上流

黒沢尻 立花

小鳥崎

黒岩

黒岩

二子

二子

更木

成田

新堀

矢沢

八重畑

彦部下流

彦部上流

日詰

廿木

日詰

盛岡右岸

御所ダム

田瀬ダム

四十四田ダム

操作方式変更

雫石川
中津川

猿ヶ石川

豊沢川

中津川右岸

稗貫川

長岡

乙部

徳田

見前

中野

中野

猿ヶ石川
下流

猿ヶ石川
上流1

猿ヶ石川
上流2

三川合流部（三川合流部（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

紫波町日詰・彦部地区（紫波町日詰・彦部地区（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

堤防量的整備イメージ堤防量的整備イメージ

既設堤防既設堤防

高さ・断面不足

腹付・嵩上げ
計画高水位

無堤

新設
計画高水位

既設堤防既設堤防

高さ・断面不足

腹付・嵩上げ
計画高水位

無堤

新設
計画高水位

紫波町廿木地区（紫波町廿木地区（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

花巻市八幡・八重畑地区（花巻市八幡・八重畑地区（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞
３）事業スケジュール３）事業スケジュール

補足資料

掘削残土の有効活用イメージ掘削残土の有効活用イメージ

  整備計画目標流量水位

土地利用規制

完成堤背後地の整備等と調整を図り
冠水頻度を軽減

河道掘削
河道掘削

樹木伐採 樹木伐採

農地等

背後地の整備へ
掘削土を
有効利用

堤防整備へ
掘削土を
有効利用

農道の
嵩上げ等

堤防整備

輪中堤

質的整備

河道掘削

①現況～10年後に完了する事業
②10年後～20年後に完了する事業
③20年後～30年後に完了する事業

盛岡左岸

北上市北上市

花巻市

花巻市

紫波町

紫波町

盛岡市

盛岡市

矢巾町

＜Ⅰ期：現況～10年後＞
胆沢ダム完成・一関遊水地事業の推進
平成14年・平成19年洪水における実績浸水箇所
の堤防整備を優先（中流部・狭窄部）
河道掘削により段階的に流下能力を確保
（堤防整備へ掘削土を利用）

＜Ⅱ期：10年後～20年後＞
一関遊水地の完成
昭和22年洪水の浸水想定箇所の堤防整備を推進
河道掘削により段階的に流下能力を確保
（堤防整備へ掘削土を利用）

＜Ⅲ期：20年後～30年後＞
昭和22年洪水の浸水想定箇所の堤防整備を完了
堤防の質的強化対策を実施
河道掘削により流下能力を確保
（堤防整備・堤防質的強化等へ掘削土を利用）

6※実施位置等について、今後の調査検討を経て決定するもので、最終的なものではありません。



胆沢ダム完成予想図
（平成25年完成予定）

衣川太田川磐井川

一関遊水地（平成30年代後半完成予定）

一関遊水地（一関遊水地（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

河道掘削イメージ河道掘削イメージ

平水位

平水位以下の河道形状を維持

堤防防護に必要な
高水敷幅は確保

◆河道掘削のイメージ

魚類等の生息・生育・繁殖環境を保全

水際からの急激な断面変化を避け、
法勾配は極力緩やかにする

モニタリング

緩い法勾配

ミティゲーション
できるだけ影響の回避・低減に努め、必要に応じて

代償措置を行い、良好な河川環境を保全

平水位

平水位以下の河道形状を維持

堤防防護に必要な
高水敷幅は確保

◆河道掘削のイメージ

魚類等の生息・生育・繁殖環境を保全

水際からの急激な断面変化を避け、
法勾配は極力緩やかにする

モニタリング

緩い法勾配

ミティゲーション

平水位

平水位以下の河道形状を維持

堤防防護に必要な
高水敷幅は確保

◆河道掘削のイメージ

魚類等の生息・生育・繁殖環境を保全

水際からの急激な断面変化を避け、
法勾配は極力緩やかにする

モニタリング

緩い法勾配

ミティゲーション
できるだけ影響の回避・低減に努め、必要に応じて

代償措置を行い、良好な河川環境を保全

和賀川合流部（和賀川合流部（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

堤防堤美

輪中堤

冠水頻度軽減対策

河道掘削

北上市立花地区（北上市立花地区（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

奥州市水沢地区（奥州市水沢地区（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

奥州市赤生津・鵜ノ木地区（奥州市赤生津・鵜ノ木地区（平成平成1919年年99月洪水月洪水））

堤防質的整備イメージ堤防質的整備イメージ
天端舗装

浸透破壊・すべり破壊を防ぐ

降雨の浸透を防ぐ

河川からの浸透を防ぐ

パイピングによる土砂流出を防ぐ

腹付け盛土

ドレーン工

遮水シート

遮水矢板

堤体

基礎地盤

▽ 計画高水位

※これらの工法のうち、箇所毎の点検結果を受けて対策工法を選定

河川からの浸透を防ぐ

＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞＜整備内容・事業費・妥当性（事業評価）＞
３）事業スケジュール３）事業スケジュール

川底

下曲田

大森

下清水

沼田

巻

上曲田

小日形

畑の沢

鵜ノ木

赤生津

生母黒石

大久保

鶴城

水沢下流

水沢上流

金ヶ崎

三ヶ尻

鬼柳相去

和賀川右岸

鶴城

白山

赤生津

稲瀬

鬼柳相去・
和賀川右岸

三ヶ尻

一関遊水地
（第一遊水地）

一関遊水地
（第三遊水地）

一関遊水地
（第二遊水地）

胆沢ダム

石淵ダム

湯田ダム

胆沢ダム

岩手県境

胆沢川

和賀川

北
上
川

→

人首川

砂鉄川

磐井川

前沢

白山

姉体下流

姉体上流

磐井川右岸

磐井川左岸

堤防整備

輪中堤

質的整備

河道掘削

①現況～10年後に完了する事業
②10年後～20年後に完了する事業
③20年後～30年後に完了する事業

藤沢町

一関市

一関市

平泉町
平泉町

奥州市

奥州市

金ヶ崎町

北上市

北上市

補足資料

7 ※実施位置等について、今後の調査検討を経て決定するもので、最終的なものではありません。
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＜代表意見（意見番号）＞

（２）維持管理の実施及び内容に関する事項（２）維持管理の実施及び内容に関する事項
①樹木管理①樹木管理

治水と環境のバランスについて考える必要がある（NO.37）
各河川の状況を見極め、学識経験者や地元とコンタクトをとりながら進める必要がある
（NO.38）



洪水時においては、樹木が密生化により、河積が阻害
され、水位上昇を引き起こす危険性がある。
洪水流の影響により、樹木が倒れ流木となり、橋梁な
ど下流の施設へ悪影響を及ぼす危険性がある。

樹木が流下阻害となっており、水位上昇を
引き起こす恐れがある。
また、流水により倒された樹木が下流に流
され施設等への影響が懸念される。

平成19年9月洪水の状況
（和賀川合流点付近）

平成19年9月洪水の状況
（小谷木橋付近）

【流木の発生】

【流木による影響】

上流からの流木が施設周辺
に堆積し、施設本体への悪
影響や流下阻害となる。

豊沢川豊沢橋胆沢川再巡橋

平成19年9月洪水の状況
（四十四田ダム）

平成19年9月洪水の状況
（御所ダム）

【洪水時の流木捕捉状況】

【【河道内樹木の影響河道内樹木の影響】】
ダムにおいては、上流からの流水とともに流入する大
量の流木を捕捉し、ダム下流の施設等への被害を軽減

【【流木を捕捉するダムの効果流木を捕捉するダムの効果】】

＜樹木管理＞＜樹木管理＞
１）１） 河道掘削と樹木管理の考え方河道掘削と樹木管理の考え方

補足資料
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(TPm)

標

高

144.0k140.0k135.0k130.0k125.0k120.0k115.0k110.0k105.0k100.0k

100.0k95.0k90.0k85.0k80.0k75.0k70.0k65.0k60.0k55.0k50.0k

50.0k45.0k40.0k35.0k30.0k25.0k20.0k15.0k10.0k5.0k0.0k

花藤橋(県)

北上川橋(県)
北上大橋(県)

大船渡線鉄橋
千歳橋(県)

箱石橋(県)赤生津橋(県)
大曲橋(県)

姉体南橋(市)

藤橋(県)

小谷木橋(県)

四丑橋(県)

桜木橋(県)

金ヶ崎橋(県)

江崎大橋(県)

新幹線北上川第2橋梁

国見橋(市)珊瑚橋(県)

日高見橋(県)
北上中央橋(市)

新幹線北上川第3橋梁

昭和橋(県)

花巻南大橋(県)

朝日大橋(県)

朝日橋(県)

釜石線鉄橋

花巻大橋(市)

東雲橋(県)

井戸向線(町)

大正橋(県)
新幹線北上川第4橋梁

【砂鉄川】

【人首川】 【胆沢川】

【和賀川】

【豊沢川】

【猿ヶ石川】

【雫石川】

【中津川】

紫波南大橋(農)

紫波橋(県)

長徳橋(町)

徳田橋(県)

都南中央橋(市)

都南大橋(県)

南大橋(国)

明治橋(県)

開運橋(県)

旭橋(市)

夕顔瀬橋(県)

山田線鉄橋

館坂橋(国)

北大橋(国)

三馬橋(市)

▲七日町 ▲諏訪前

△銚子 △番台

▲相川

▲狐禅寺

△長島

△箱石橋

△目呂木

▲大曲橋

△下姉体

△小谷木橋

▲桜木橋△愛宕
▲金ヶ崎橋

△三照

▲男山

△珊瑚橋△二子

△更木 ▲朝日橋

△新堀

△大正橋

▲紫波橋

△徳田

△徳田橋

△乙部

△三本柳

△津志田

▲明治橋

▲館坂橋

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

150.0

160.0

ＨＷＬ

H19平均河床高

H19最深河床高

現況河道

現況河道（樹木管理）

現況河道（整備計画樹木伐採）

河道掘削（掘削箇所のみ樹木伐採）

氾濫あり流量（掘削箇所のみ樹木伐採）

整備計画河道（河道掘削＋樹木伐採）

既設構造物縦断計画高

整備計画による水位低下量

27.707m

30.241m

55.543m

95.147m

HWL

26.678m

29.761m

55.124m

94.864m

樹木伐採

河道掘削

▲0.68m55.937m男山

（73.4k）

▲0.55m27.229m狐禅寺

（26.6k）

▲0.58m30.340m大曲橋

（45.4k）

▲0.41m95.272m
紫波橋

（116.6k）

水位

低下量
現況河道

地点名

（距離標）

樹木伐採樹木伐採
奥州地区奥州地区

38.4k38.4k～～50.6k50.6k

樹木伐採樹木伐採
北上地区北上地区

65.4k65.4k～～84.6k84.6k

樹木伐採樹木伐採
花巻地区花巻地区

91.0k91.0k～～101.0k101.0k

樹木伐採樹木伐採
紫波地区紫波地区

110.6k110.6k～～118.0k118.0k

男山地点男山地点

狐禅寺地点狐禅寺地点

大曲橋地点大曲橋地点

紫波橋地点紫波橋地点

主に低水路において、日常的に流水の阻
害となっている箇所（高頻度伐採エリア）

主に低水路において、日
常的に流水の阻害となっ
ている箇所（高頻度伐採
エリア）

樹
木
高
Ｈ
ま
た
は
面
積
Ａ

時間

整備計画流量 流
下
能
力
Ｑ

伐採後、次の伐採までに
樹木が生長し、流下能力
が減少しても整備計画流
量は確保したい

●過去からの経年変化から樹木による流下能力を阻害している区間については、樹木伐採と河道掘削により樹
木管理を実施

●堤防整備及び冠水頻度軽減対策への土砂利用やコスト等を考慮し、必要最小限の河道掘削と樹木管理の実
施により効率的に流下能力を確保

●主に低水路において、日常的に流水の阻害となっている箇所を「樹木伐採エリアA（高頻度伐採エリア）」と設定
●主に高水敷において、洪水時に流水の阻害となっている箇所を「樹木伐採エリアB（低頻度伐採エリア）」と設定

＜樹木管理＞＜樹木管理＞
１）１） 河道掘削と樹木管理の考え方河道掘削と樹木管理の考え方

補足資料
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＜樹木管理＞＜樹木管理＞
２）２） 河道掘削における環境への配慮河道掘削における環境への配慮

◆河道掘削における環境配慮事項

■河道掘削の計画にあたり、専門家や地域の意向等を踏まえ、河川環境の状況把握に努めるとともに、様々な動植物の生息・
生育環境や魚類の遡上環境の保全のため、平水位以下の掘削は極力行わない

■河床材料や底質等の水生生物の生息環境の変化を最小限に留めるため、平水時の河川環境を大きく改変しないように配慮
するとともに、河岸においては急激な断面変化を避け、掘削後の斜面は緩やかな勾配とし、掘削高は流れが平滑化しないよう
に設定するなど、多様な動植物の生息・生育環境の保全・再生に配慮する

河道掘削：生母黒石地区
河口より44.2～46.6km

46.2k

北
上
川

河道掘削：白山地区
河口より46.0～46.6km

河道掘削：生母黒石地区
河口より44.2～46.6km

46.2k

北
上
川

河道掘削：白山地区
河口より46.0～46.6km

和賀川

74.0k

北
上
川

河道掘削：立花地区
河口より74.6～77.0km

河道掘削：黒沢尻地区
河口より74.6～75.2km

河道掘削：鬼柳相去・和賀川右岸地区
河口より71.8～74.4km

和賀川

74.0k

北
上
川

河道掘削：立花地区
河口より74.6～77.0km

河道掘削：黒沢尻地区
河口より74.6～75.2km

河道掘削：鬼柳相去・和賀川右岸地区
河口より71.8～74.4km

岩手県区間 岩手県境より46.2k付近

岩手県区間 岩手県境より74.0k付近

草本類、ヤナギ類の再生を促し、河畔林環境の縦断的な連続性に配慮

淵

平均年最大水位

HWL

平水位

河積確保の目安

縦断的な河道内砂州の連続性に配慮した掘削形状

段階的な河道掘削

現況河道

整備計画河道

岩手県区間
岩手県境より46.2k

瀬

平均年最大水位

HWL

平水位

湿地環境に配慮した掘削形状

（ヨシ原の再生環境等に配慮）

縦断的な連続性をもって河畔林を残す

河積確保の目安

現況河道

整備計画河道

岩手県区間
岩手県境より74.0k

補足資料
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72.0K

河道掘削予定地

【環境情報】
・瀬と淵は連続し、大きな砂州がみられる。
・瀬はサケやアユ、ウグイの産卵場として利用されている。 ・河岸沿いには冠水頻度に

応じて、河原草地、ヨシ群落、ヤナギ林、オニグルミ林などが帯状に分布する。

・高水敷は、水田や果樹園等に利用されている。

【治水整備時の環境配慮事項】
・掘削は、平水位以上の陸域で行い、サケやアユ、ウグイ等の産卵場を保全する。

・掘削による極端な断面変化は極力避け、緩い法勾配になるよう配慮する。

・樹木伐採を行う場合は、外来種の群落を優先的に伐採範囲に入れ、在来の樹林は

可能な範囲で残す。

【期待される効果】
・掘削範囲を平水位以上とすることにより、サケやアユ、ウグイ等の産卵場や魚類の

生息場の保全が期待できる。

・河岸を緩やかな勾配とすることにより、冠水頻度に応じた植生の復元が期待できる。

・在来種の樹林を残すことにより、シジュウカラ等の鳥類やコムラサキ等の昆虫類の

生息の場、キツネやニホンリス等の生息場や移動経路等を確保できる。

農耕地を流れ、広い高水敷を持ち、砂州が交互に現れる。河岸には、冠水頻度に応じて、河原草地、ヨ
シ群落、ヤナギ林、オニグルミ林などが帯状に分布する。

ヤマトシジミ

［参考］代表箇所における掘削の考え方［参考］代表箇所における掘削の考え方

北上エリア

【河道掘削の環境配慮事項】
・周辺で鳥類の重要種が確認されているので、施工前に十分な調査等を実施
・水域環境保全のため陸域を掘削
・現況河床(瀬と淵との連続性)を重視し、流れが平滑化しないように浅瀬・深瀬を配慮し掘削
・急激な地形変化を避け、段階的な河道掘削を実施
・河岸や水際に繁茂する草本類やヤナギ類の再生を促し、河畔林環境の縦断的な連続性に配慮
・サケ,ウグイ産卵区域に影響を与えないように、施工時期や濁水に対し配慮し施工

(T.P.m)

44

46

48

50

52

54

56

58

60

62

64

66

68

70

0 100 200 300 400 500

HWL

平均年最大水位

平水位

71.4k

産卵区域

草本類、ヤナギ類の再生を促し、河畔林
環境の縦断的な連続性に配慮

河積確保の目安

補足資料
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◆樹木管理

＜樹木管理＞＜樹木管理＞
３）３） 樹木管理の考え方樹木管理の考え方

■樹木の生長や繁茂の状況を定期的に調査・監視し、河道内樹木の繁茂・拡大によって流下阻害や河川管理の支障となってい
る樹木については、必要に応じて学識経験者等からの指導や助言、地域住民等の協力を得ながら、周辺の環境に配慮しつつ、
伐採を実施するなど、樹木群を適正に維持管理する

堆積した土砂の撤去
河畔林の環境面の機能に配慮しつつ、

流下阻害が発生しない程度に樹木を伐採

水位上昇の抑制

樹林地の拡大・密生化
樹林化に伴う高水敷の陸地化

（土砂の堆積）樹林地の拡大・密生化

適切な樹木管理を実施しない場合

適切な樹木管理を実施した場合

樹木管理のイメージ

■樹木管理の内容

・淵際の河畔林など生物にとって価値の高い樹木については極力残します。

・河川管理施設等への影響が懸念される樹木群は優先的かつ速やかに伐採します。

・治水上の影響が懸念される箇所は、樹木の規模や成長度などを踏まえ、計画的に伐採します。

・鳥類・哺乳類等の繁殖期を避けて伐採します。

・帰化植物侵入防止のため、現地の土を再利用します。

・河畔林の連続性を確保するなど、群落機能が維持できるように配慮します。

補足資料
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［参考］［参考］樹木管理イメージ樹木管理イメージ

北上川

小谷木橋

河道掘削に伴う伐採(砂州高管理)
土砂堆積による樹林化の影響で
流下阻害が懸念

樹木伐採(高頻度)
樹木繁茂による流下阻害の
影響が大きい

平成19年9月洪水の状況

北上川

江崎大橋

樹木伐採(低頻度)
樹木繁茂による流下阻害の影響が小さい

河道掘削及び樹木伐採

樹木伐採(高頻度)
湾曲外岸のため堰上げの影響が大きい

平成19年9月洪水の状況

樹木伐採(低頻度)
樹木繁茂による流下阻害の影響が小さい

 52.8
(T.P.m)

22

24

26

28

30

32

34

36

38
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42

-300 -200 -100 0 100 200 300 400 500

HWL

平均年最大流量流下時水位

平水位

樹木伐採（高頻度）
樹木繁茂による流下阻害の
影響が大きい樹木伐採（低頻度）

樹木繁茂による流下阻害の影響が小さい

 68.0
(T.P.m)
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58
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HWL

平均年最大流量流下時水位

平水位

河道掘削及び樹木伐採

樹木伐採（低頻度）
樹木繁茂による流下阻害の影響が小さい

樹木管理横断イメージ図

樹木管理横断イメージ図
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補足資料



［参考］［参考］樹木管理イメージ樹木管理イメージ

北上川

国見橋

和賀川

河道掘削及び樹木伐採

樹木伐採(高頻度)
狭窄区間であり、樹木繁茂に
よる流下阻害の影響が大きい

河道掘削及び樹木伐採

北上川

樹木伐採(低頻度)
樹木繁茂による流下阻害の影響が小さい

スギ植林地の公募伐採予定地

樹木伐採(高頻度)
狭窄区間であり樹木繁茂による

流下阻害の影響が大きい

河道掘削に伴う伐採(砂州高管理)
土砂堆積による樹林化の影響で
流下阻害が懸念

72.2k

 72.2
(T.P.m)
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河道掘削及び樹木伐採

樹木伐採（高頻度）
狭窄区間であり、樹木繁茂による
流下阻害の影響が大きい

樹木管理横断イメージ図

樹木管理横断イメージ図

114.4
(T.P.m)
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樹木伐採（高頻度）
狭窄区間であり、樹木繁茂による
流下阻害の影響が大きい

樹木伐採（低頻度）
樹木繁茂による流下阻害の
影響が小さい
スギ植林地の公募伐採予定地

114.4k

補足資料
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